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   Continent urinary reservoirs (CUR) have become one of the major options of urinary diver-
sion for invasive bladder cancer patients who require cystectomy and cutaneous urinary diversion. 
We have experienced 100 cases of Kock pouch and 30 cases of indiana pouch during the past 5 
years which comprise 45% of all cases. Standard ileal conduit and ureterocutaneostomy were per-
formed in 34% and 20%, respectively, and orthotopic urinary reservoir by hemi-Kock pouch was 
done in only one case during the same years. 
   There were 3 perioperative deaths, 2 had Kock pouch and one Indiana pouch. Early post-
operative complications were not substantial. However, significantly high rates of late postoperative 
complications were seen in Kock pouch, i.e., both efferent (18%) and afferent (13%) nipple valves 
and stone formation (18%). Uretero-ileal anastomosis by hammock method done in 10 cases 
resulted in success in 8 cases, abolishing the afferent nipple. Indiana pouch, in which no nipple 
valves or foreign materials like staples or collars are necessary, has been adopted as a first choice 
for the past 3 years. Of 29 evaluable cases, Heineke-Mikulicz method was used in 7 cases, and 
ileal patch method in 22 cases. An hourglass-like deformity was seen in 2 cases in the former 
method. Severely difficult catheterization, parastomal abscess, and acidosis occurred in one. 
Overall, 24 cases (83%) have come up with satisfactory results with minimal overflow incontinence 
in the early postoperative course. 
   Although much longer followup is necessary, CUR's by Kock or Indiana pouch are more 
acceptable by bladder cancer patients requiring cystectomy.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1613-1619, 1991)
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尿 路 変 向 の選 択 に つ い て は,京 都 大 学 医 学 部 泌尿 器
科 な らび に 滋 賀 医科 大 学 に お い て,CURが 尿路 変 向
の選 択 肢 とな った期 間(前 者 が1985年1月以 降,後 者
が 工989年1月以 降)の,膀 胱 癌 患 者 で 膀胱 全摘 を受 け
た 患 者87症例 に対 して,ど の よ うな 尿 路変 向 が選 択 さ
れ た か を調 査 した.
CURの 手 術 成 績 に つ い ては,1984年11月か ら1990
年10月ま でに,京 都 大 学 医学 部 泌 尿 器科,滋 賀 医 科 大
学 泌 尿器 科 お よび そ の 他 の関 連 施 設 で 行 った 膀 胱 癌 患
者130症例 を対 象 と した.そ の 内訳 は,Kockpouch
が100例,年齢34～82歳,平 均58歳,男 性84例,女 性
16例,経 過 観 察 期間 は3～70ヵ 月 で あ り,Indiana
pouchが30例,年齢47～75歳 平 均64歳,男 性28例,
女性2例,経 過 観 察 期 間 は3～36ヵ 月 で あ る.両 法 の
手 術 手 技 に つ い て はす でに 報 告 した 通 りで あ る6-8).
IndianapouchはHeincke-Mikulicz法が8例 ,
dealpatch法が22例で あ る.こ れ らの 症 例 に お い て ,
晩 期 合 併 症 の有 無,再 修 復 手術 の有 無 な どの 手術 成 績
に つ き調 査 した.
ハ ンモ ッ ク法 に よ る 尿 管 回腸 吻 合 術 に つ い て は,
1989年2月か ら1990年1月ま で に,滋 賀 県立 成 人病 セ






は62～80歳,平均69歳,男 性8例,女 性2例,経 過 観
察 期間 は10～21ヵ月 で あ る.手 術 方 法 はHirdesらの
方 法io)に従 った.尿 路 変 向 の 内 訳 はilealbladder
(Hemi-Kockpouch)4例,回腸 導 管3例,Kock
pouch2例,失 禁 防 止 にplacation法を用 いたdeal
pouchが1例 で あ る.
結 果
1)尿 路 変 向法 の選 択
膀 胱 癌 患 者 で膀 胱 全摘 を行 わ れ る際 に選 択 され た 尿
路 変 向 の 種 類 を 調 査 した 結果 を み る と,全87例 の うち,
CURが 行 わ れ た の は39例(45%)で ,そ の うち
Kockpouchが24例(28%)で,Indianapouchが
15例(17%)であ っ た.回 腸 導 管 は30例(34%),尿
管 皮 膚 痩 術 は17例(20%)で あ った.尿 道 吻 合 型 尿 路





















































し,術 前2,000rad照射 後 に根 治 的 膀 胱 全 摘,Kock
pouch造設 術 施 行 し た.病 理 組 織 診 断 はTCC,
grade2～3,pT2N。M。で,術 後CisCAに よる補 助
化 学 療 法 が1コ ース され て い る。 術 後29ヵ 月 目 の
DIVPで 水 腎症 が 出現 し経 過 を み て い た が,術 後34
カ月 に 腎 不 全 状 態 に 陥 った.両 側 経 皮 的 腎痩 を 造 設
し,腎 痩 か らの痩 孔 造 影 で 輸 入 脚 部 の 完 全 閉 塞 を み た
(Fig.2A).カラー 摘 出 を 行 った 術 後 のDIVPで
は 水 腎症 は軽 快 して い る(Fig.2B).
症 例88・74歳,女性.1989年2月 根 治的 膀 胱 全 摘,
KockPQuch造設 術 後,20ヵ 月 後 よ り中等 度 の水 腎




























ウチ内圧 も低下し,成績も安定 した.そ のほかの合併
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寧 尿 管結 石 のた め術前 よ り高度 の
左水腎症あ り
牌 癌 の浸潤 お よび馬蹄鉄 腎 の ため













































比較すると,CURで 手術時間が2～3時 間長 くなる
ことと,術後の リハビリを含めた回復に時間がかかる








































































発した り,CURの 術後合併症で再入院,修 復手術が
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